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丸議長務むJ-
ぷI省m&長捜鏑最前線I斗去さ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
に
直
面
す
る
産
業
界
。
さ
ら
に
政
府
が
風
力
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
と
原
子
力
発
電
の
役
割
を
見
直
し
た
電
源
構
成
を
選
択
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
電
力
コ
ス
ト
は
上
昇
が
避
け
ら
れ
な
く
な
る
見
通
し
だ
。
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
な
ど
電
気
の
使
用
効
率
に
優
れ
た
設
備
を
導
入
し
、
成
果
を
上
げ
る

企

業

の

取

り

組

み

を

紹

介

す

る

。

〈

日

回

連

載

）

奉行事長ヨ二干日Eヨ

北
海
道
ワ
イ
ン
は
圏
内
6

位
、
ワ
イ
ン
作
り
が
盛
ん
な

北
海
道
を
代
表
す
る
ワ
イ
ン

メ
ー
カ
ー
の
一
つ
だ
。
道
産

を
中
心
と
す
る
国
産
ブ
ド
ウ

を
年
2
0
0
o
J程
度
使
っ

て
ワ
イ
ン
を
生
産
す
る
に
あ

た
り
、
省
エ
ネ
と
二
酸
化
炭

素
〈
C
0
2
）
の
排
出
削
減

を
目
的
に
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
に

よ
る
空
調
・
給
湯
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。

2
0
0
9年
に
計

画
策
定
に
着
手
し
、
日
年
2

月
に
本
格
稼
働
に
入
っ
た
。

も
と
も
と
1
日
に
4
0
0

ー
5
0
0
Jの
地
下
水
を
く

に
活
用

み
上
げ
、
工
場
で
利
用
し
て

い
た
。
古
川
準
三
取
締
役
製

造
部
長
に
よ
る
と
、
地
下
水

の
温
度
は
日
度
C
前
後
で
年

聞
を
通
し
て
ほ
ぼ
一
定
。
北

海
道
電
力
か
ら
「
ヒ
I
ト
ポ

ン
プ
の
熱
源
と
し
て
理
想

的
。
国
の
補
助
金
の
対
象
に

も
な
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
導

入
を
決
め
た
。

北
海
道
ワ
イ
ン
が
導
入
し
た
給
湯
用

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
〈
前
川
製
作
所
製
）

2
台
が
活

用
。
事
務

所
、
売
店
の

暖
冷
房
を
空

調
用
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
に
切

り
替
え
、
洗

浄
用
の
湯
は

夜
間
電
力
で

印
度
C
ま
で

加
熱
し
、

m

J
を
貯
湯
で

き
る
よ
う
に

し
た
。
殺
菌

工
程
に
使
う

時
だ
け
、

L

P
Gボ
イ
ラ

轟轟轟語

は
工
場
の
暖
房
へ
の
導
入
。

現
状
は
灯
油
に
よ
る
暖
房
を

継
続
し
て
い
る
。
出
荷
前
の

ワ
イ
ン
を
保
管
す
る
倉
庫
へ

の
導
入
も
検
討
中
。
倉
庫
で

重
要
に
な
る
の
は
冷
房
。
冷

涼
な
気
候
の
北
海
道
で
も
、

夏
は
高
温
に
な
る
こ
と
が
あ

る。
極
端
な
高
温
は
ワ
イ
ン
に

よ
く
な
い
た
め
、
高
級
品
は

冷
房
完
備
の
貸
倉
庫
に
保
管

し
て
い
る
。
自
前
の
倉
庫
に

導
入
す
れ
ば
貸
倉
庫
の
コ
ス

ト
削
減
が
実
現
。
加
え
て
、

通
常
の
冷
房
よ
り
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
も
抑
制
で
き
、
全

製
品
の
品
質
管
理
に
対
す
る

プ
ラ
ス
効
果
も
見
込
む
。

〈
札
幌
支
局
長
・
石
井
教

雄）

マ
所
在
地
U
北
海
道
小
樽
市
朝
里
川
温
泉
1
の
1
3

0
、
0
1
3
4
・
3
4
・
2
1
8
1マ
主
要
生
産
品

目
U
ワ
イ
ン
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
U
3
1
8

J
M
〈
原
油
換
算
）
マ
年
間
C
0
2
排
出
量
U
4
8

8
J
 

mm
・
3
%を
達
成
。

C
O
2

排
出
量
は
目
標
年
1
0
0
J

に
対
し
、
若
干
低
い
白
J
を

削
減
で
き
た
。
古
川
取
締
役

は
「
ま
さ
か
地
下
水
を
省
エ

ネ
に
生
か
せ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
導
入
し
た
シ
ス

テ
ム
の
効
果
に
驚
く
。

こ
う
し
た
成
果
を
同
社
な

ど
道
内
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
日

社
が
加
盟
す
る
道
産
ワ
イ
ン

L
P
Gと
灯
油

大
幅
節
減

地
下
水
の
多
く
は
発
酵
熱

が
生
じ
る
ワ
イ
ン
タ
ン
ク
の

冷
却
に
利
用
。
導
入
前
は
地

下
水
の
一
部
を
液
化
石
油
ガ

ス
〈
L
P
G
）
ボ
イ
ラ
で
加

熱
し
、
生
産
設
備
の
洗
浄
、

仕
込
み
時
期
の
原
料
殺
菌
な

ど
に
利
用
し
て
い
た
。
導
入

後
は
排
水
し
て
い
た
冷
却
水

を
蓄
熱
槽
で
受
け
る
よ
う
に

し
た
。
こ
の
熱
を
空
調
用
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
1
台
と
給
湯
用

で
釘
度
C
ま
で
加
熱
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
使
用
量
が
大

き
く
減
っ
た
の
は
L
P
Gと

暖
房
用
の
灯
油
。
ト
ー
タ
ル

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
削

減
目
標
日
・

4
%を
上
回
る

懇
談
会
で
、
省
エ
ネ
事
例
と

し
て
紹
介
。
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
に
、
会
員

各
社
は
関
心
を
示
し
て
い
る

と
い
う
。

今
後
、
検
討
し
て
い
く
の


